
＜校務利用＞ ①進路指導における生成AIの活用

山形県立酒田光陵高等学校（山形県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-A2

◆ 目的
進路指導における業務(特に志望理由書の添削業務)効率化と
生徒の適切な生成AI利用推進

◆ 利用者
進路指導担当者・3年次生、AIモデルは指定しない

◆ 内容
⚫ 進路活動における生成AIの利用場面を6パターン(利用者
【生徒・教員】と使い道【生成・サポート・添削】)に分け
それぞれのメリットと懸念点を教員に明示した。

⚫ どの場面で生成AIを利用するかを先生方で判断していただ
いたうえで、利用を促した。また、参考となるプロンプト
例もあわせて配布した。
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志望理由書への生成AIの活用 成果と課題
◆ 生徒の考えを深めつつ、教員の業務負担の軽減につながった。

➢ 生徒がいちから文章を起こすのではなく生成AIに相談することで、自分の表現したいことが明確になった。
➢ 生徒の添削指導においては、時間短縮にとても効果がある。

◆ 生徒が利用するには適切なフォローや指導は欠かせない。
➢ 生成AIの適切な利用ができていない生徒も一定数いる 

◆ 生成AIを利用していることを前提とした指導が必要である。
➢ 生徒が教員の指示がなくとも志望理由書に生成AIを利用している状況が見受けられた。
➢ 直接生徒に確認するなど、一人一人に寄り添った丁寧な指導が求められる。

◆ 工夫点
⚫ 進路指導への利用を強制するのではなく、先生方の生成AIの理解に合わせて、選択していただいた。
⚫ 参考となるプロンプトを事前に提示した。

◆ 活用効果

進路活動の生成AI活用【生徒】
3年次生 203人回答 複数選択

進路活動の生成AI活用【教員】
36人回答 複数選択

生成AI進路活用 人数(%)

下書きの生成 31(15%)

記述内容の相談 48(24%)

文書の添削 47(23%)

活用していない 115(57%)

生成AI進路活用 人数(%)

A:下書きの生成(生徒) 2( 5%)

B:下書きの生成(教員) 1( 3%)

C:考え方の補助(生徒) 4(11%)

D:考え方の補助(教員) 5(13%)

E:文書の添削(生徒) 4(11%)

F:文書の添削(教員) 12(31%)

活用していない 22(58%)

教員の感想

• 自分では気付けないミスや新しい視点を教えてもらえるところが、
文章の添削で特にありがたいと感じます。

• 誤字・脱字・文章校正などの一回目のチェックをするだけでも非常
に負担軽減となった

• 生徒があまり深く考えずに言葉を選んでいる感じはした。指摘する
と自分でもしっかり言葉を選択できていなかったことに気付き、志
望理由をさらに深めることができた。最も時間がかかる言語化する
部分と、それを「読める日本語」まで推敲する部分を代わりにやっ
てくれるので、余計な指摘（日本語がおかしいなど）に時間を取ら
れず、深い話ができたと感じた。ただ、これは面談ありきだと思う。

• 生徒がわからないことがあると生成AIを使って答えを出そうとし
ますが、答えの深まりが不十分なところに一手間かけるように仕向
ける必要がありました。

• 生徒から出てきた直後のよくわからない文章を読むことができる状
態に校正してくれるところがよい。

• どんなプロンプトを書けばよいかわからなかった。(生成AI未利用)
• 生成AIを活用せずとも指導ができ、自分の思考をAIに頼りすぎる

のは良くない。(生成AI未利用)
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